
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

ANO XX  –  Nº 4767 SÃO PAULO, SÁBADO, 3 DE JUNHO DE 2017 R$ 4,00

Rua da Glória, 332 - CEP 01510-000 - São Paulo - SP – Tel. (11) 3340-6060 – www.nikkeyshimbun.com.br

DIRETOR  PRESIDENTE

RAUL  M. TAKAKI

JORNALISTA  RESPONSÁVEL

TAKAO MIYAGUI



デ
ラ
ソ
ン
で
は
巨
額
残
高
も
披
露

ず
、
現
在
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
ま
だ

２
０
１
０
年
の
水
準
だ
。

　

今
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
牽
引
し

た
の
は
農
業
部
門
だ
が
、
石

油
、
天
然
ガ
ス
、
鉄
鉱
石
関

連
も
、
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
価
格

上
昇
の
影
響
で
、
直
前
期
と

比
較
し
て
０
・
９
％
プ
ラ
ス

成
長
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ

も
昨
年
同
期
比
で
の
マ
イ
ナ

ス
（
１
・
１
％
）
は
避
け
ら

れ
な
か
っ
た
。

　

コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
が
好
調
な

こ
と
は
、
中
国
が
２
年
ぶ
り

に
前
年
比
６
・
９
％
成
長
を

記
録
し
、
伯
国
か
ら
の
輸
入

量
を
７
割
近
く
も
増
や
し
た

こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

　

経
済
専
門
家
は
、「
多
く

の
産
業
部
門
で
の
成
長
」
と

　

ス
イ
ス
当
局
が
、
Ｊ
Ｂ
Ｓ
シ
ョ
ッ
ク
の
仕
掛
人
で
あ
る
ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
・
バ
チ

ス
タ
氏
が
同
国
の
銀
行
に
持
っ
て
い
た
口
座
が
、同
氏
が
報
奨
付
供
述
（
デ
ラ
ソ
ン・

プ
レ
ミ
ア
ー
ダ
）
を
行
う
前
に
、
銀
行
側
の
判
断
で
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
こ
の
口
座
は
労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
の
ル
ー
ラ
、
ジ
ウ
マ
の
両
元
大

統
領
へ
の
賄
賂
の
支
払
い
に
使
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
、
連
邦
検
察
庁
は
ス
イ
ス
当

局
か
ら
の
情
報
を
待
っ
て
い
る
、
２
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
て
い
る
。

政
権
で
財
相
を
つ
と
め
て
い

た
ギ
ド
・
マ
ン
テ
ガ
氏
で
あ

り
、
ル
ー
ラ
氏
と
ジ
ウ
マ
氏

は
口
座
の
こ
と
も
金
の
動
き

も
知
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
の
件
に
関
し
、
ル
ー

ラ
、
ジ
ウ
マ
の
両
氏
は
即
座

に
「
証
拠
も
な
い
こ
と
」
と

否
定
し
た
。

　

だ
が
、
ス
イ
ス
当
局
に
よ

る
と
、
ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
氏
の

デ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
る
前
に

閉
鎖
さ
れ
た
銀
行
口
座
は
、

同
国
の
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
ベ
ア

銀
行
内
に
二
つ
あ
る
。
そ
れ

ら
の
口
座
の
一
つ
は
「
ル
ン

ス
ヴ
ィ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
」、
も
う
一
つ
は

「
ヴ
ァ
ル
ダ
ル
コ
」
と
い
う

架
空
の
オ
フ
シ
ョ
ア
名
義
で

登
録
さ
れ
て
い
た
。

　

現
時
点
で
は
こ
の
口
座
の

具
体
的
な
引
き
落
と
し
や
支

払
先
、
金
額
な
ど
は
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
し
、
口
座

が
欧
州
で
開
設
さ
れ
て
い
た

た
め
、
銀
行
側
も
ス
イ
ス
当

局
も
、
伯
国
内
で
動
い
た
金

額
な
ど
は
と
ら
え
て
い
な
い

と
い
う
。
だ
が
、
ス
イ
ス
当

局
の
関
係
者
は
、
送
金
が
行

　

１
日
夜
、
前
日
か
ら
聖
市

中
央
部
の
聖
市
文
化
局
を
占

拠
し
て
い
た
、
若
者
た
ち
に

よ
る
文
化
団
体
が
撤
退
を
決

め
た
。
こ
の
団
体
は
市
内
東

部
の
建
物
に
不
法
占
拠
し
て

音
楽
活
動
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
ハ
ダ
ジ
市
長
の
と
き
は

市
か
ら
の
援
助
金
を
受
け
て

わ
れ
た
日
付
を
調
べ
れ
ば
、

伯
国
で
選
挙
が
行
わ
れ
る
前

の
数
カ
月
間
に
金
の
動
き
が

大
き
く
な
っ
て
い
た
か
否
か

は
一
目
瞭
然
と
な
る
に
違
い

な
い
と
見
て
い
る
。

　

ジ
ュ
リ
ア
ス
・
ベ
ア
銀
行

は
該
当
す
る
口
座
を
閉
鎖
後

に
、
同
国
の
当
局
汚
職
対

策
の
部
門
に
疑
惑
を
報
告
し

て
お
り
、
残
金
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
Ｊ
Ｐ
モ
ー
ガ
ン
・

チ
ェ
ー
ス
銀
行
に
振
り
込
ん

だ
と
い
う
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

は
ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
氏
の
生
活

拠
点
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
。

　

こ
の
隠
し
口
座
に
関
す
る

情
報
は
、
ス
イ
ス
当
局
か
ら

伯
国
の
連
邦
検
察
庁
に
回
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

Ｐ
Ｔ
へ
の
賄
賂
用
の
も
の
か
？

「
継
続
的
な
成
長
」
が
確
認

さ
れ
て
こ
そ
、
不
況
か
ら
の

脱
出
と
言
え
る
が
、
そ
の
ど

ち
ら
も
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
。

　

ま
た
、
雇
用
の
回
復
が
遅

れ
て
い
る
事
で
、
内
需
が
頭

打
ち
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

サ
ー
ビ
ス
部
門
も
伸
び
悩
ん

で
い
る
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
レ
ベ
ッ
カ
・
パ
リ

ス
氏
は
、「
不
況
が
本
当
に

過
去
の
も
の
と
な
っ
た
か
ど

う
か
は
、
今
後
の
結
果
を
見

て
判
断
し
な
く
て
は
い
け
な

い
」
と
語
る
。

　

経
済
学
者
の
デ
ル
フ
ィ

復
基
調
に
太
鼓
判
を
押
す
こ

と
に
慎
重
、
ま
た
は
懐
疑
的

な
姿
勢
を
崩
し
て
い
な
い
と

２
日
付
伯
字
紙
各
紙
が
報
じ

て
い
る
。

　

今
回
の
１
％
成
長
は
、
今

年
第
１
四
半
期
（
以
後
「
今

期
」）
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
、
昨
年

第
４
四
半
期
（
以
後
「
直
前

期
」）
を
上
回
っ
た
に
過
ぎ

　
【
既
報
関
連
】
地
理
統
計

院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
が
１
日
に

「
伯
国
Ｇ
Ｄ
Ｐ
１
％
成
長
」

と
発
表
し
た
事
を
受
け
、
テ

メ
ル
大
統
領
や
メ
イ
レ
レ
ス

財
相
は
「
こ
れ
で
景
気
後
退

（
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
）は
終
わ
っ

た
。
社
会
保
障
制
度
、
労
働

法
な
ど
の
改
革
を
継
続
し
よ

う
」
と
、
〃
５
・
１
７
Ｊ
Ｂ

Ｓ
シ
ョ
ッ
ク
〃
で
失
わ
れ
た

求
心
力
回
復
に
躍
起
に
な
っ

た
。
だ
が
、
市
場
関
係
者
や

経
済
学
者
た
ち
は
、
景
気
回

２
０
１
０
年
に
戻
っ
た
だ
け

ガ
レ
オ
ン
で
小
銃　

丁
を
押
収

政
治
危
機
の
影
響
大
き
く

ン
・
ネ
ッ
ト
氏
は
、「
今
回

の
結
果
で
伯
国
経
済
が
回
復

し
始
め
た
と
見
る
こ
と
は
出

来
る
が
、
今
の
伯
国
は
、
政

治
的
混
乱
の
影
響
が
強
す
ぎ

て
、
楽
観
的
に
は
な
れ
な
い
。

こ
の
混
乱
が
長
引
け
ば
、
今

年
全
体
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
昨
年
比

で
ゼ
ロ
％
成
長
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
経
済
成
長
を
楽
観

視
出
来
な
い
要
因
は
も
う
一

つ
あ
る
。
そ
れ
は
投
資
の
減

少
だ
。
投
資
は
技
術
開
発
や

生
産
性
向
上
に
不
可
欠
で
、

生
産
能
力
の
拡
大
が
な
け
れ

ば
雇
用
の
拡
大
や
経
済
の
伸

展
も
あ
り
え
な
い
。
だ
が
、

投
資
は
１
２
四
半
期
連
続
で

減
少
し
続
け
て
い
る
。
今
期

の
投
資
は
、
直
前
期
比
で
マ

イ
ナ
ス
１
・
６
％
、
昨
年
同

期
比
で
マ
イ
ナ
ス
３
・
７
％

だ
っ
た
。

　

ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
氏
が
連
邦

検
察
庁
に
対
し
、
Ｐ
Ｔ
に
も

贈
賄
行
為
を
行
っ
て
い
た
と

証
言
し
た
こ
と
が
発
覚
し
た

の
は
５
月
１
９
日
だ
っ
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
ジ
ョ
エ

ズ
レ
イ
氏
は
、
ル
ー
ラ
政
権

時
代
か
ら
国
外
に
Ｐ
Ｔ
へ
の

賄
賂
用
の
隠
し
口
座
を
作
っ

て
お
り
、
ル
ー
ラ
氏
の
任
期

最
終
年
で
あ
る
２
０
１
０
年

の
口
座
残
高
は
７
千
万
ド
ル

だ
っ
た
と
い
う
。
ジ
ウ
マ

政
権
で
は
別
の
口
座
を
作
っ

て
お
り
、
大
統
領
選
の
あ
っ

た
２
０
１
４
年
の
預
金
額
は

１
億
５
千
万
ド
ル
に
上
っ
た

と
い
う
。

　

ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
氏
に
よ
る

と
、
こ
れ
ら
の
口
座
の
金
を

動
か
し
て
い
た
の
は
、
Ｐ
Ｔ

メイレレス財相（Fernando Frazão/Agência Brasil）

１日のＰＴ党大会でのルーラ氏とジウマ氏
（Ricardo Stuckert）

情
報
送
付
を
待
つ
連
邦
検
察
庁

リ オ

当
局
に
よ
る
と
、
連
邦
検
察

庁
が
こ
れ
ら
の
情
報
を
基
に

送
金
の
実
態
を
よ
り
詳
細
に

捜
査
で
き
る
可
能
性
は
「
極

め
て
高
い
」
と
い
う
。

活
動
し
て
い
た
が
、
そ
の
支

給
契
約
が
切
れ
た
た
め
、
ア

ン
ド
レ
・
ス
ト
ゥ
ル
ム
文
化

局
長
交
渉
し
て
い
た
。だ
が
、

５
月
２
９
日
の
話
し
合
い
の

際
に
同
局
長
が
「
殴
る
ぞ
」

と
の
暴
言
を
吐
く
な
ど
し
て

対
立
状
態
と
な
り
、
そ
れ
が

文
化
局
占
拠
に
も
つ
な
が
っ

て
い
た
。
市
の
判
断
と
し
て

は
、
１
２
日
に
行
な
わ
れ
る

財
務
局
の
会
合
で
こ
の
件
に

つ
い
て
話
し
合
う
が
、
団
体

側
は
１
億
レ
ア
ル
の
支
払
を

求
め
て
い
る
。
さ
て
、
ど
う

な
る
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
日
午
前
、
聖
市
東
部

で
、
３
人
の
車
強
盗
が
軍
警

と
追
跡
劇
を
演
じ
、
銃
撃
戦

の
末
に
、
軍
警
特
別
機
動
隊

（
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ａ
）
に
よ
っ
て
射

殺
さ
れ
た
。
３
人
は
同
日
午

前
１
１
時
頃
、
ヒ
ュ
ン
ダ
イ

社
の
車
を
盗
ん
で
ラ
デ
ィ
ア

ル
・
レ
ス
テ
を
通
り
過
ぎ
た

際
、
通
報
を
受
け
た
Ｒ
Ｏ
Ｔ

Ａ
が
駆
け
つ
け
た
。
Ｒ
Ｏ
Ｔ

Ａ
は
強
盗
た
ち
に
止
ま
る
よ

う
命
じ
た
が
、
命
令
を
聞
か

ず
に
逃
げ
た
た
め
に
追
跡
を

受
け
た
。
ア
リ
カ
ン
ド
ゥ
ー

ヴ
ァ
大
通
り
付
近
で
車
を
降

り
、
銃
を
撃
っ
て
反
抗
し
よ

う
と
試
み
た
が
、
返
り
討
ち

に
さ
れ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　

◎

　

５
月
３
１
日
、
１
日
と

サ
ッ
カ
ー
の
ブ
ラ
ジ
ル
杯
の

ベ
ス
ト
１
６
の
第
２
試
合
が

行
わ
れ
、
準
々
決
勝
進
出
の

８
チ
ー
ム
が
出
揃
っ
た
。
同

杯
の
ベ
ス
ト
１
６
は
、
予
選

を
勝
ち
上
が
っ
た
５
チ
ー
ム

が
、
リ
ベ
ル
タ
ド
ー
レ
ス
杯

出
場
の
８
チ
ー
ム
を
含
む

シ
ー
ド
扱
い
の
１
１
チ
ー
ム

と
戦
う
の
だ
が
、
予
選
組
で

残
っ
た
の
は
シ
ャ
ペ
コ
エ
ン

セ
に
勝
っ
た
ク
ル
ゼ
イ
ロ
の

み
。
あ
と
の
七
つ
は
リ
杯
進

出
の
強
豪
ば
か
り
だ
っ
た
。

　
【
既
報
関
連
】
連
邦
検
察

庁
は
１
日
、
最
高
裁
の
エ
ジ

ソ
ン
・
フ
ァ
キ
ン
判
事
に
、

大
統
領
府
特
別
補
佐
官
時
代

は
テ
メ
ル
大
統
領
の
右
腕
的

存
在
だ
っ
た
ロ
ド
リ
ゴ
・
ロ

シ
ャ
・
ロ
ウ
レ
ス
元
下
議
の

逮
捕
状
を
請
求
し
た
。
２
日

付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

ロ
ウ
レ
ス
氏
は
、
Ｊ
Ｂ
Ｓ

社
か
ら
５
０
万
レ
ア
ル
の
賄

賂
を
受
け
取
っ
た
疑
い
な
ど

で
、
５
月
１
７
日
の
パ
ト
モ

ス
作
戦
で
逮
捕
請
求
が
出
て

い
た
が
、
同
氏
が
下
議
だ
っ

た
た
め
、
フ
ァ
キ
ン
判
事
が

こ
の
請
求
を
却
下
し
、
職
責

停
止
の
判
断
を
下
し
た
。

　

だ
が
、
今
週
に
な
り
、
前

法
相
だ
っ
た
オ
ス
マ
ー
ル
・

セ
ラ
ー
リ
オ
氏
が
、
テ
メ
ル

大
統
領
の
薦
め
た
汚
職
対
策

相
就
任
を
断
っ
て
下
議
に
復

帰
。
こ
れ
に
よ
り
、
セ
ラ
ー

リ
オ
氏
の
法
相
就
任
に
伴
っ

て
補
欠
か
ら
昇
格
し
て
い
た

ロ
ウ
レ
ス
氏
が
議
員
資
格
を

失
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

議
員
資
格
喪
失
に
伴
っ
て

法
的
特
権
を
失
っ
た
た
め
、

検
察
庁
の
ロ
ド
リ
ゴ
・
ジ
ャ

ノ
ー
長
官
は
ロ
ウ
レ
ス
氏
の

逮
捕
を
主
張
し
て
い
る
。

　

ロ
ウ
レ
ス
氏
は
テ
メ
ル
大

統
領
と
共
に
、
収
賄
や
捜
査

妨
害
、
犯
罪
組
織
形
成
に
関

与
し
た
容
疑
が
か
け
ら
れ
て

い
る
。
同
氏
が
逮
捕
さ
れ
て

報
奨
付
供
述
を
行
っ
た
り
す

れ
ば
、
５
０
万
レ
ア
ル
の
賄

賂
は
、
Ｊ
Ｂ
Ｓ
が
政
府
機
関

の
経
済
防
衛
審
議
会
（
Ｃ
ａ

ｄ
ｅ
）
内
で
抱
え
て
い
た
諸

問
題
解
決
の
た
め
に
指
名
さ

れ
た
同
氏
が
、
大
統
領
元
側

近
と
い
う
立
場
を
利
用
し
て

便
宜
を
図
っ
た
見
返
り
と
の

容
疑
が
確
認
さ
れ
た
り
す
る

可
能
性
が
あ
り
、
大
統
領
府

が
神
経
を
尖
ら
せ
て
い
る
。

　

リ
オ
市
警
が
１
日
、
ガ
レ

オ
ン
空
港
で
、
マ
イ
ア
ミ
か

ら
空
輸
さ
れ
た
３
種
の
自
動

小
銃
６
０
丁
を
押
収
し
た
と

２
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
た
。

プ
ー
ル
用
加
熱
機
の
中
に
隠

さ
れ
て
い
た
小
銃
は
、
新
品

だ
が
番
号
は
削
り
取
ら
れ
て

い
る
と
い
う
。

　

警
察
は
小
銃
の
密
輸
に
関

わ
っ
た
と
見
ら
れ
る
行
政
書

士
ら
男
性
４
人
を
逮
捕
し
た

が
、
今
回
摘
発
さ
れ
た
グ

ル
ー
プ
が
特
定
の
犯
罪
者
集

団
に
関
わ
っ
て
い
る
か
否
か

は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

　

大
量
の
武
器
押
収
は
、

２
０
１
５
年
に
サ
ン
ゴ
ン
サ

ロ
で
起
き
た
強
盗
事
件
で
、

軍
警
を
殺
害
し
た
銃
が
回
収

さ
れ
た
時
か
ら
始
ま
っ
た
捜

査
の
実
だ
。
警
察
は
、
密
輸

グ
ル
ー
プ
が
テ
レ
ビ
な
ど
の

中
に
武
器
を
隠
し
て
空
輸

し
、
国
内
で
売
り
捌
い
て
い

る
事
を
突
き
止
め
た
。

　

リ
オ
へ
の
武
器
の
流
れ
を

明
確
に
つ
か
ん
だ
の
は
、
５

月
２
３
日
と
３
１
日
に
米
国

の
マ
イ
ア
ミ
か
ら
送
ら
れ
た

も
の
だ
。
マ
イ
ア
ミ
在
住
で

貿
易
会
社
社
主
の
ブ
ラ
ジ
ル

人
が
送
っ
た
事
も
判
明
し
て

お
り
、
米
国
警
察
が
こ
の
男

性
の
所
在
を
探
し
て
い
る
。

こ
の
会
社
が
扱
っ
た
荷
物
は

今
後
、
特
別
な
監
視
体
制
下

に
置
か
れ
る
と
い
う
。

　

今
回
押
収
さ
れ
た
小
銃
入

り
の
加
熱
機
は
ガ
レ
オ
ン
空

港
で
の
検
査
を
素
通
り
し
て

お
り
、
空
港
職
員
も
犯
罪
に

関
与
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
が
、
警
察
は
既
に
小
銃
が

密
輸
さ
れ
た
事
を
つ
か
ん
で

お
り
、
貨
物
用
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
直
行
し
て
コ
ン
テ
ナ
を
調

べ
た
結
果
、
中
を
改
造
し
た

加
熱
機
が
見
つ
か
り
、
小
銃

を
押
収
し
た
。

　

押
収
さ
れ
た
小
銃
は
、
メ

イ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
簡
単
で
丈

夫
な
た
め
、
犯
罪
者
達
が
最

も
好
む
Ａ
Ｋ
４
７
型
４
５
丁

と
、
よ
り
新
型
で
軍
警
特
殊

作
戦
部
隊
（
Ｂ
ｏ
ｐ
ｅ
）
も

使
う
Ａ
Ｒ
１
０
型
１
４
丁
、

Ｇ
３
型
１
丁
だ
。

　

今
回
押
収
さ
れ
た
小
銃
の

数
は
、
同
州
保
安
局
が
記
録

を
と
り
始
め
た
２
０
０
７
年

以
降
、
最
多
だ
。
同
州
で
は

５
月
２
日
に
リ
オ
市
北
部
の

シ
ダ
ー
デ
・
ア
ウ
タ
で
起
き

た
犯
罪
組
織
同
士
の
抗
争
で

３
２
丁
の
小
銃
が
押
収
さ
れ

る
な
ど
、
重
火
器
を
使
っ
た

犯
罪
が
増
え
て
お
り
、
今
年

に
入
っ
て
か
ら
の
小
銃
の
押

収
数
は
２
５
０
に
上
る
。

　

ガ
レ
オ
ン
空
港
で
は
、
２

月
１
４
日
に
も
、
乳
母
車
用

の
部
品
と
混
ぜ
て
ポ
ー
ラ
ン

ド
か
ら
密
輸
さ
れ
た
小
銃
用

の
弾
補
充
器
２
４
個
が
押
収

さ
れ
て
い
る
。

　

伯
国
か
ら
、
ハ
イ
チ
の
治

安
維
持
、
安
定
化
の
目
的
で

派
遣
さ
れ
る
最
後
の
部
隊
、

第
２
６
分
遣
隊
が
１
日
に
聖

州
カ
ン
ピ
ー
ナ
ス
市
の
ヴ
ィ

ラ
・
コ
ッ
ポ
ス
空
港
か
ら
飛

び
立
っ
た
と
、
２
日
付
エ
ス

タ
ー
ド
紙
が
報
じ
た
。

　

第
２
６
分
遣
隊
２
５
０
人

は
国
連
ハ
イ
チ
安
定
化
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
一
員
と
し
て
派
遣

さ
れ
、
ハ
イ
チ
政
府
に
円
滑

な
統
治
権
の
委
譲
を
行
う
。

　

ア
ロ
イ
ジ
オ
・
ヌ
ネ
ス
外

相
も
現
地
に
赴
き
、
第
２
５

分
遣
隊
か
ら
、
第
２
６
分
遣

隊
へ
の
引
継
ぎ
式
に
参
加
す

る
。
第
２
６
分
遣
隊
は
今
年

末
ま
で
に
そ
の
任
務
を
終
え

る
予
定
だ
。

　

ラ
ウ
ル
・
ジ
ュ
ン
グ
マ
ン

国
防
相
に
よ
る
と
、
国
連
か

ら
は
既
に
、
外
務
省
を
通
じ

て
、
別
の
地
帯
へ
の
伯
国
軍

派
遣
を
打
診
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。

　

同
国
防
相
は
、
次
な
る
派

遣
先
は
、
２
０
１
３
年
か
ら

内
戦
状
態
が
続
い
て
い
る
中

央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
だ
ろ
う

と
の
見
解
を
示
し
た
。

　

中
央
ア
フ
リ
カ
で
求
め
ら

れ
る
任
務
は
、
政
情
安
定
化

と
大
地
震
か
ら
の
復
興
が
中

心
だ
っ
た
ハ
イ
チ
と
違
い
、

平
和
維
持
の
た
め
に
武
力
を

必
要
と
す
る
場
面
が
生
じ
る

可
能
性
が
高
い
。

　

だ
が
、
ハ
イ
チ
で
の
活
動

で
も
、
伯
国
軍
は
犠
牲
と
無

縁
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。

０
６
年
に
は
バ
セ
ラ
ー
大
将

が
現
地
で
自
殺
し
、
１
５
年

に
は
ジ
ョ
ゼ
・
ジ
ャ
ボ
ラ
ン

ジ
ー
・
フ
ィ
ー
リ
ョ
大
将
が
、

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
孫
の
姿

を
見
る
た
め
に
マ
ナ
ウ
ス
に

向
か
っ
て
い
た
飛
行
機
の
中

で
心
臓
発
作
を
起
こ
し
て
亡

く
な
っ
て
い
る
。
２
０
１
０

年
の
ハ
イ
チ
地
震
で
も
１
６

人
の
伯
人
兵
が
命
を
落
と
し

た
し
、
そ
の
他
の
事
故
で
死

亡
し
た
隊
員
も
い
た
。

　

ハ
イ
チ
安
定
化
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
開
始
か
ら
１
３
年
を
数

え
、
伯
国
の
ほ
か
、
亜
国
、

チ
リ
、
カ
ナ
ダ
、
エ
ク
ア
ド

ル
、
米
国
、
ス
ペ
イ
ン
、
フ

ラ
ン
ス
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、
イ

ン
ド
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ペ

ル
ー
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ウ
ル

グ
ア
イ
な
ど
、
２
１
カ
国
が

参
加
。
同
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
指

揮
は
当
初
か
ら
、
伯
国
陸
軍

司
令
官
が
と
っ
て
き
た
。

スイスの隠し口座差し止めに

ハ
イ
チ
へ
最
後
の
部
隊
飛
び
立
つ

次
は
ア
フ
リ
カ
行
き
の
要
請
も

検
察
が
ロ
ウ
レ
ス
逮
捕
に
動
く

法
的
特
権
喪
失
受
け
令
状
請
求

荷
物
に
隠
し
マ
イ
ア
ミ
か
ら
密
輸

ジョエ
ズレイ

Ｇ Ｄ Ｐ 成 長

先
行
き
不
透
明
感
否
定
で
き
ず

（２）２０１７年 第４７６７号 ６月 ３日 （土曜日）

伯 国 軍

60

訂

正

　

２
日
付
本
面
ト
ッ
プ
記
事

「
伯
国
Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
年
ぶ
り
に

成
長
を
記
録
」
で
、
エ
ン
リ

ケ
・
メ
イ
レ
レ
ス
氏
の
肩
書

き
が
「
大
統
領
」
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、正
し
く
は「
財

相
」
で
す
。
訂
正
の
上
、
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。



　

北き
た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

が
暴ぼ

う

発は
つ

し
て
、
ソ
ウ
ル
を
火ひ

の
海う

み

に
す
る
危き

険け
ん

性せ
い

が
高た

か

ま
っ
て
い
る
。
韓か

ん

国こ
く

に
は
３
万ま

ん

人に
ん

近ち
か

い
在ざ

い

留り
ゅ
う

邦ほ
う

人じ
ん

が
い
る

が
、
い
ざ
と
な
っ
た
時と

き

、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
彼か

れ

ら
を
救

き
ゅ
う

出し
ゅ
つで
き
る
の

だ
ろ
う
か
？

　

在ざ
い

韓か
ん

米べ
い

軍ぐ
ん

は
こ
の
１
月が

つ

に
米べ

い

軍ぐ
ん

人じ
ん

の
家か

族ぞ
く

・
数す

う

十じ
ゅ
う

名め
い

を
沖お

き

縄な
わ

に
脱だ

っ

出し
ゅ
つさ
せ
る
訓く

ん

練れ
ん

を
実じ

っ

施し

し
た
が
、
こ
れ
ら
家か

族ぞ
く

は
そ
の

後ご

も
沖お

き

縄な
わ

に
留と

ど

ま
っ
て
お
り
、訓く

ん

練れ
ん

を
装

よ
そ
お
っ
た
避ひ

難な
ん

で
は
な
か
っ

た
か
、
と
い
う
推す

い

測そ
く

が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
６
月が

つ

に
は
韓か

ん

国こ
く

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
米べ

い

国こ
く

民み
ん

間か
ん

人じ
ん

を
海か

い

外が
い

に
避ひ

難な
ん

さ
せ
る
訓く

ん

練れ
ん

を
実じ

っ

施し

す

る
こ
と
が
明あ

き

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

我わ

が
国く

に

の
国こ

っ

会か
い

は
森も

り

友と
も

学が
く

園え
ん

や
大だ

い

臣じ
ん

失し
つ

言げ
ん

な
ど
の
「
重

じ
ゅ
う

大だ
い

問も
ん

題だ
い

」
へ
の
民み

ん

進し
ん

党と
う

の
追つ

い

求き
ゅ
うに
振ふ

り
回ま

わ

さ
れ
、
国こ

く

民み
ん

の
生せ

い

命め
い

と

安あ
ん

全ぜ
ん

の
問も

ん

題だ
い

に
は
割さ

く
時じ

間か
ん

が
な
い
よ
う
だ
。こ
ん
な
状

じ
ょ
う

態た
い

で
、

一い
っ

朝ち
ょ
う

有ゆ
う

事じ

の
際さ

い

に
は
米べ

い

国こ
く

が
軍ぐ

ん

人じ
ん

家か

族ぞ
く

や
民み

ん

間か
ん

人じ
ん

を
護ま

も

る
よ

う
に
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
韓か

ん

国こ
く

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
我わ

が
同ど

う

胞ほ
う

た
ち
を
救

き
ゅ
う

出し
ゅ
つで

き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
問も

ん

題だ
い

に
つ
い
て
は
、
門か

ど

田た

隆た
か

将ま
さ

氏し

が
『
日に

本ほ
ん

、
遥は

る

か

な
り　
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
の
「
奇き

跡せ
き

」
と
邦ほ

う

人じ
ん

救き
ゅ
う

出し
ゅ
つの
「
迷め

い

走そ
う

」』
の
中な

か

で
、
昭

し
ょ
う

和わ

６
０
（
１
９
８
５
）
年ね

ん

の
イ
ラ
ク
・
イ

ラ
ン
戦せ

ん

争そ
う

に
お
け
る
テ
ヘ
ラ
ン
の
邦ほ

う

人じ
ん

救き
ゅ
う

出し
ゅ
つ、
お
よ
び
、
平へ

い

成せ
い

６
（
１
９
９
４
）
年ね

ん

の
イ
エ
メ
ン
内な

い

戦せ
ん

か
ら
の
邦ほ

う

人じ
ん

脱だ
っ

出し
ゅ
つに

つ
い
て
、
多お

お

く
の
関か

ん

係け
い

者し
ゃ
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基も

と

づ
い
て
事じ

実じ
つ

を
明あ

き

ら
か
に
し
て
い
る
。

　
テ
ヘ
ラ
ン
で
の
邦ほ

う

人じ
ん

救き
ゅ
う

出し
ゅ
つと
は
、
イ
ラ
ク
空く

う

軍ぐ
ん

の
空く

う

襲し
ゅ
う

下か

、

ト
ル
コ
政せ

い

府ふ

が
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号ご

う

遭そ
う

難な
ん

事じ

件け
ん

で
の
お
返か

え

し
と

ば
か
り
、
ト
ル
コ
航こ

う

空く
う

の
飛ひ

行こ
う

機き

を
出だ

し
て
、
邦ほ

う

人じ
ん

を
救

き
ゅ
う

出
し
ゅ
つ

し
た
事じ

件け
ん

で
あ
る
。
歴れ

き

史し

に
残の

こ

る
美び

談だ
ん

で
あ
り
、
こ
の
義ぎ

挙き
ょ

を

行お
こ
な
っ
た
ト
ル
コ
政せ

い

府ふ

と
ト
ル
コ
国こ

く

民み
ん

に
対た

い

し
て
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

と

し
て
は
深し

ん

甚じ
ん

の
感か

ん

謝し
ゃ

を
捧さ

さ

げ
る
の
み
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
美び

談だ
ん

は
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

が
邦ほ

う

人じ
ん

救き
ゅ
う

出し
ゅ
つの
飛ひ

行こ
う

機き

を
出だ

さ
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
起お

こ
り
え
た
の
で
あ
る
。
他た

の

多お
お

く
の
国く

に

々ぐ
に

の
よ
う
に
日に

本ほ
ん

も
救

き
ゅ
う

援え
ん

機き

を
出だ

し
て
い
れ
ば
、
我わ

半は
ん

島と
う

有ゆ
う

事じ

に

邦ほ
う

人じ
ん

救き
ゅ
う

出し
ゅ
つ

は
で
き
る
の
か
？

２０１７年
ねん

５月
がつ

７日
か

版
ばん

が
同ど

う

胞ほ
う

た
ち
は
粛

し
ゅ
く

々し
ゅ
くと
帰き

国こ
く

で
き
、
ト
ル
コ
政せ

い

府ふ

も
他た

国こ
く

民み
ん

の
た
め
に
危き

険け
ん

を
冒お

か

す
必ひ

つ

要よ
う

も
な
か
っ
た
。
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る

ト
ル
コ
政せ

い

府ふ

の
義ぎ

挙き
ょ

の
裏う

ら

に
は
、
世せ

界か
い

が
唖あ

然ぜ
ん

と
す
る
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

の
不ふ

作さ
く

為い

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

の
不ふ

作さ
く

為い

の
犠ぎ

牲せ
い

と
な
り
か
か
っ
た
我わ

が
同ど

う

胞ほ
う

た
ち
が
、
ど
ん
な
思お

も

い
を
し
た
の
か
、
そ
の
生な

ま

の
声こ

え

を
、
門か

ど

田た

氏し

は
丹た

ん

念ね
ん

な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
拾ひ

ろ

い
上あ

げ
て
い
る
。「
日に

本ほ
ん

、

遙は
る

か
な
り
」
と
い
う
一い

っ

見け
ん

、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
表

ひ
ょ
う

題だ
い

は
、
実じ

つ

は

戦せ
ん

争そ
う

や
内な

い

戦せ
ん

の
中な

か

で
、助た

す

け
に
来き

て
く
れ
な
い
祖そ

国こ
く

の
「
遠と

お

さ
」

に
絶ぜ

つ

望ぼ
う

し
た
在ざ

い

留り
ゅ
う

邦ほ
う

人じ
ん

た
ち
の
叫さ

け

び
な
の
で
あ
る
。

　

朝
ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

有ゆ
う

事じ

で
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

が
救

き
ゅ
う

出し
ゅ
つに
動う

ご

か
な
け
れ
ば
、

こ
こ
で
も
「
日に

本ほ
ん

、
遙は

る

か
な
り
」
と
い
う
絶ぜ

つ

望ぼ
う

の
叫さ

け

び
が
発は

っ

せ

ら
れ
る
恐お

そ

れ
が
あ
る
。
す
ぐ
目め

と
鼻は

な

の
先さ

き

の
隣り

ん

国こ
く

な
の
に
。

　

１
９
８
５
（
昭

し
ょ
う

和わ

６
０
）
年ね

ん

３
月が

つ

１
２
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

２
時じ

半は
ん

、

イ
ラ
ク
軍ぐ

ん

機き

が
テ
ヘ
ラ
ン
を
爆ば

く

撃げ
き

し
、
イ
ラ
ン
軍ぐ

ん

が
対た

い

空く
う

砲ほ
う

火か

で
応お

う

戦せ
ん

し
た
。
そ
の
時と

き

、
駐ち

ゅ
う
イ
ラ
ン
公こ

う

使し

の
高た

か

橋は
し

雅ま
さ

二じ

は
自じ

宅た
く

に
い
た
。

　
３
月が

つ

１
２
日に

ち

未み

明め
い

の
こ
と
で
す
が
、
私わ

た
しは
寝ね

て
い
ま
し
た
。

家か

族ぞ
く

も
寝ね

て
い
ま
し
た
。
爆ば

く

心し
ん

地ち

か
ら
は
、
１
キ
ロ
か
２
キ
ロ

は
あ
り
ま
し
た
が
、そ
れ
で
も
す
ご
い
音お

と

が
し
て
、グ
ラ
グ
ラ
ッ

と
揺ゆ

れ
た
ん
で
す
。［
１
，　
１
０
７
０
／
４
８
９
２
］

　

高た
か

橋は
し

一い
っ

家か

は
、
こ
う
い
う
事じ

態た
い

に
対た

い

し
て
、
備そ

な

え
を
し
て
い

た
。

　
実じ

つ

は
、
私わ

た
しが
そ
の
家い

え

に
初は

じ

め
て
入

に
ゅ
う

居き
ょ

し
た
時と

き

、
壁か

べ

に
刺さ

さ
っ

て
い
る
窓ま

ど

ガ
ラ
ス
の
破は

片へ
ん

を
見み

た
ん
で
す
。
そ
れ
は
、
私わ

た
しが
入は

い

る
前ま

え

に
、
爆ば

く

発は
つ

で
家い

え

の
ガ
ラ
ス
が
割わ

れ
、
壁か

べ

に
突つ

き
刺さ

さ
っ
た

も
の
で
し
た
。

３
．「
と
に
か
く
ド
イ
ツ
人じ

ん

を

          

優ゆ
う

先せ
ん

し
ま
す
」

　
怖こ

わ

い
の
は
、
窓ま

ど

ガ
ラ
ス
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
子こ

供ど
も

た
ち

も
全ぜ

ん

部ぶ

、
窓ま

ど

か
ら
ず
っ
と
離は

な

れ
た
と
こ
ろ
に
ベッ
ド
を
置お

い
て
、

窓ま
ど

の
外そ

と

の
戸と

を
閉し

め
た
う
え
に
、
内う

ち

側が
わ

も
カ
ー
テ
ン
を
ギ
ュッ

と
閉と

じ
て
、
爆ば

く

風ふ
う

で
ガ
ラ
ス
が
飛と

ば
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
ん

で
す
。

　
寝ね

る
時と

き

は
、
“
今こ

ん

晩ば
ん

も
爆ば

く

撃げ
き

が
あ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
”
と

言い

っ
て
、
そ
の
準

じ
ゅ
ん

備び

を
す
る
の
を
習

し
ゅ
う

慣か
ん

に
し
て
い
ま
し
た
。
だ

か
ら
、
１
２
日に

ち

の
晩ば

ん

は
、
“
つ
い
に
来き

た
な
”
と
い
う
感か

ん

じ

で
し
た
。［
１
，　
１
０
７
０
］

　

テ
ヘ
ラ
ン
の
在ざ

い

留り
ゅ
う

邦ほ
う

人じ
ん

約や
く

４
５
０
人に

ん

の
う
ち
３
分ぶ

ん

の
２
近ち

か

く
が
住す

む
住

じ
ゅ
う

宅た
く

地ち

区く

で
も
、
２
０
戸こ

ほ
ど
の
ア
パ
ー
ト
、
住

じ
ゅ
う

宅た
く

が
破は

壊か
い

さ
れ
、
多お

お

く
の
住

じ
ゅ
う

民み
ん

た
ち
が
泣な

き
崩く

ず

れ
た
。
死し

傷
し
ょ
う

者し
ゃ

は
分わ

か
っ
た
だ
け
で
も
７
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うに
の
ぼ
っ
た
。

　

田た

中な
か

新し
ん

三ぞ
う

・
住す

み

友と
も

銀ぎ
ん

行こ
う

テ
ヘ
ラ
ン
事じ

務む

所し
ょ

長ち
ょ
うは
、
イ
ラ
ン

暦れ
き

新し
ん

年ね
ん

の
休

き
ゅ
う

暇か

を
利り

用よ
う

し
て
、
３
人に

ん

の
子こ

供ど
も

と
妻つ

ま

の
家か

族ぞ
く

全ぜ
ん

員い
ん

の
分ぶ

ん

の
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
便び

ん

３
月が

つ

１
７
日に

ち

発は
つ

の
チ
ケ
ッ
ト
を
予よ

約や
く

し
て
い
た
。
し
か
し
、
３
月が

つ

１
６
日に

ち

の
朝あ

さ

に
日に

本ほ
ん

か
ら
入は

い
っ

て
き
た
テ
レ
ッ
ク
ス
に
、
田た

中な
か

は
青あ

お

ざ
め
た
。「
確か

く

認に
ん

で
き
な

い
が
、
明あ

日す

の
臨り

ん

時じ

便び
ん

を
も
っ
て
、
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
が
サ
ー
ビ

ス
を
中

ち
ゅ
う

止し

す
る
と
の
噂う

わ
さ
あ
り
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

田た

中な
か

は
そ
の
足あ

し

で
、
テ
ヘ
ラ
ン
市し

内な
い

の
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
事じ

務む

所し
ょ

に
駆か

け
つ
け
た
。
ご
っ
た
返が

え

し
て
い
る
所し

ょ

内な
い

の
人ひ

と

混ご

み
を
か

き
分わ

け
て
、よ
う
や
く
カ
ウ
ン
タ
ー
に
た
ど
り
着つ

い
た
田た

中な
か

に
、

イ
ラ
ン
人じ

ん

の
所し

ょ

員い
ん

は
「
こ
の
便び

ん

は
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
ま
し
た
」

と
答こ

た

え
た
。「
待ま

っ
て
く
れ
」
と
食く

い
下さ

が
る
田た

中な
か

に
、
所し

ょ

員い
ん

は
こ
う
説せ

つ

明め
い

し
た
。［
１
，　

１
２
６
８
］

　
あ
な
た
が
お
持も

ち
の
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
フ
ラ
イ

ト
（
通つ

う

常じ
ょ
う

便び
ん

）
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
た
ん
で
す
。
飛ひ

行こ
う

機き

は
飛と

ん
で
来き

ま
す
が
、
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
の
国く

に

と
し
て
の
救

き
ゅ
う

援え
ん

機き

な
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
あ
な
た
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
フ
ラ
イ

ト
の
予よ

約や
く

は
、
無む

効こ
う

で
す
。

　

そ
れ
で
も
本ほ

ん

来ら
い

の
チ
ケ
ッ
ト
を
持も

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
救

き
ゅ
う

援え
ん

機き

に
優ゆ

う

先せ
ん

し
て
乗の

せ
て
く
れ
、
と
田た

中な
か

は
必ひ

っ

死し

に
食く

い
下さ

が
っ
た
。
３
歳さ

い

の
幼

お
さ
な

子ご

を
含ふ

く

め
て
３
人に

ん

の
子こ

供ど
も

を
こ
の
空く

う

襲
し
ゅ
う

１
．「
日に

ほ
ん本
、
遙は

る

か
な
り
」

下か

の
テ
ヘ
ラ
ン
に
置お

い
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、

イ
ラ
ン
人じ

ん

の
所し

ょ

員い
ん

は
、
こ
う
繰く

り
返か

え

す
だ
け
だ
っ
た
。

　
と
に
か
く
ド
イ
ツ
人じ

ん

を
優ゆ

う

先せ
ん

し
ま
す
。
座ざ

席せ
き

が
余あ

ま

る
よ
う
で

し
た
ら
、
ほ
か
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国く

に

の
人ひ

と

を
優ゆ

う

先せ
ん

し
ま
す
。
さ

ら
に
座ざ

席せ
き

が
余あ

ま
っ
た
場ば

合あ
い

は
、
イ
ラ
ン
人じ

ん

と
日に

本ほ
ん

人じ
ん

も
収

し
ゅ
う

容よ
う

で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

朝あ
さ

か
ら
夕ゆ

う

方が
た

ま
で
粘ね

ば

っ
て
、
所し

ょ

員い
ん

は
よ
う
や
く
「
座ざ

席せ
き

が

余あ
ま

っ
た
ら
、
あ
な
た
方が

た

の
予よ

約や
く

を
入い

れ
ま
す
」
と
言い

っ
て
く
れ

た
。
こ
の
時と

き

、
英え

い

国こ
く

空く
う

港こ
う

、
ス
イ
ス
航こ

う

空く
う

、
イ
タ
リ
ア
の
ア

リ
タ
リ
ア
航こ

う

空く
う

な
ど
で
も
、
同お

な

じ
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うだ
っ
た
。
田た

中な
か

は
、
こ

の
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

の
激は

げ

し
い
現げ

ん

実じ
つ

を
見み

て
、
こ
う
思お

も

っ
た
。［
１
，　

１
２
６
８
］

　
そ
れ
が
、
現げ

ん

実じ
つ

な
ん
で
す
。
し
か
も
、
ほ
か
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
国く

に

の
人ひ

と

を
ド
イ
ツ
人じ

ん

の
次つ

ぎ

に
優ゆ

う

先せ
ん

し
ま
す
、
と
い
う
わ
け
で

す
か
ら
、
日に

本ほ
ん

と
い
う
国く

に

は
、
ド
イ
ツ
か
ら
見み

て
も
そ
の
程て

い

度ど

の
扱あ

つ
かい
な
ん
だ
、
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
と
と
も
に
、
や
っ
ぱ
り
Ｊ
Ａ
Ｌ
が
来き

て
ほ
し
い
な
と
思お

も

い
ま
し
た
ね
。
だ
っ
て
、
ほ
か
の
国く

に

は
、
は
っ
き
り
と
“
国く

に

と
し
て
救

き
ゅ
う

援え
ん

機き

を
出だ

す
ん
だ
”
と
言い

っ
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
ね
。
日に

本ほ
ん

は
な
ぜ
救

き
ゅ
う

援え
ん

に
来き

て
く
れ
な
い
の
か
、
と
正

し
ょ
う

直じ
き

、

思お
も

い
ま
し
た
。

　

夫お
っ
と
か
ら
事じ

情じ
ょ
うを
聞き

い
た
妻つ

ま

の
玲れ

い

子こ

も
、
暗あ

ん

澹た
ん

た
る
思お

も

い
に

な
っ
た
。［
１
，　

１
２
９
１
］

　
ほ
か
の
国く

に

は
そ
う
や
っ
て
自じ

国こ
く

の
国こ

く

民み
ん

を
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

、
助た

す

け
よ
う
と
す
る
け
ど
、
日に

本ほ
ん

は
自じ

国こ
く

民み
ん

を
助た

す

け
て
く
れ
な
い
、

と
切せ

つ

実じ
つ

に
感か

ん

じ
ま
し
た
。

　

翌よ
く

日じ
つ

、
早そ

う

朝ち
ょ
うか
ら
一い

っ

家か

は
空く

う

港こ
う

に
行い

っ
た
。
空く

う

港こ
う

の
前ま

え

ま

で
人ひ

と

が
あ
ふ
れ
て
い
た
。
だ
い
ぶ
待ま

っ
て
か
ら
、
よ
う
や
く
建た

て

物も
の

に
入は

い

る
こ
と
が
で
き
た
。
チ
ケ
ッ
ト
は
持も

っ
て
い
た
が
、
予よ

約や
く

の
な
い
ド
イ
ツ
人じ

ん

や
他た

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人じ

ん

が
駆か

け
つ
け
た
ら
、

す
ぐ
に
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
。昼ひ

る

近ち
か

く
に
な
っ
て
、よ
う
や
く「
も

う
（
ド
イ
ツ
人じ

ん

は
）
来こ

な
い
か
ら
、
い
い
で
し
ょ
う
」
と
言い

わ

れ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後ご

も
厳げ

ん

重じ
ゅ
うな
出

し
ゅ
っ

国こ
く

手て

続つ
づ

き
、
荷に

物も
つ

チ
ェッ
ク

を
受う

け
、
搭と

う

乗じ
ょ
う

待ま
ち

合あ
い

室し
つ

か
ら
、
待た

い

機き

し
て
い
る
ル
フ
ト
ハ
ン

ザ
機き

を
見み

て
「
こ
れ
で
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

だ
、
と
な
っ
た
時と

き

に
は
、
本ほ

ん

当と
う

に
目め

眩ま
い

が
し
ま
し
た
」
と
田た

中な
か

は
語か

た
っ
て
い
る
。

　

チ
ケ
ッ
ト
を
持も

っ
て
い
た
田た

中な
か

一い
っ

家か

は
運う

ん

が
良よ

か
っ
た
。
他た

の
在ざ

い

留り
ゅ
う

邦ほ
う

人じ
ん

は
、
脱だ

っ

出し
ゅ
つす
る
手て

立だ

て
も
見み

つ
か
ら
な
い
ま
ま
、

そ
の
１
７
日に

ち

夜よ
る

８
時じ

、
イ
ラ
ク
空く

う

軍ぐ
ん

か
ら
の
「
４
８
時じ

間か
ん

後ご

、

イ
ラ
ン
全ぜ

ん

土ど

上じ
ょ
う

空く
う

を
『
戦せ

ん

争そ
う

空く
う

域い
き

』
に
指し

定て
い

し
、
民み

ん

間か
ん

機き

も

攻こ
う

撃げ
き

を
受う

け
る
可か

能の
う

性せ
い

が
あ
る
」
と
の
発は

っ

表ぴ
ょ
うを
聞き

い
た
。
そ

れ
ま
で
に
、
な
ん
と
か
イ
ラ
ン
を
脱だ

っ

出し
ゅ
つし
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

翌よ
く

朝あ
さ

、
ほ
と
ん
ど
の
在ざ

い

留り
ゅ
う

邦ほ
う

人じ
ん

は
空く

う

港こ
う

に
駆か

け
つ
け
た
が
、

ど
こ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
も
返か

え

っ
て
く
る
返へ

ん

事じ

は
「
ノ
ー
・
ジ
ャ

パ
ニ
ー
ズ
」
だ
っ
た
。
絶ぜ

つ

望ぼ
う

に
包つ

つ

ま
れ
た
中な

か

で
、
ト
ル
コ
航こ

う

空く
う

　※これを読
よ

めば自
しぜん

然に、日
にっぽん

本の
文

ぶんか

化や歴
れきし

史に関
かんしん

心がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
にせい

世
の方

かた

や日
にほんご

本語学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
にっぽん

本に興
きょうみ

味を持
も

ってもらえる
よう、最

もよ

寄りの日
にほんご

本語学
がっこう

校や日
にっけい

系団
だんたい

体
の掲

けいじばん

示板に張
は

ったり、普
ふだん

段は邦
ほうじ

字紙
し

を
読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事
を紹

しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

・
当と

う

該が
い

領り
ょ
う

域い
き

国こ
く

の
同ど

う

意い

が
あ

る
こ
と
。

　

北き
た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

軍ぐ
ん

が
ソ
ウ
ル
に
砲ほ

う

撃げ
き

を
行お

こ
な
い
、
当と

う

然ぜ
ん

、
韓か

ん

国こ
く

軍ぐ
ん

が
反は

ん

撃げ
き

し
た
ら
、「
戦せ

ん

闘と
う

行こ
う

為い

が
行お

こ
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
」
と

い
う
条

じ
ょ
う

件け
ん

に
引ひ

っ
か
か
っ
て
、

自じ

衛え
い

隊た
い

は
邦ほ

う

人じ
ん

救き
ゅ
う

出し
ゅ
つに
行い

け

な
い
。
し
か
も
邦ほ

う

人じ
ん

保ほ

護ご

の
た

め
の
自じ

衛え
い

隊た
い

派は

遣け
ん

に
韓か

ん

国こ
く

メ

デ
ィ
ア
は
猛も

う

反は
ん

対た
い

し
て
お
り
、

韓か
ん

国こ
く

政せ
い

府ふ

が
そ
れ
を
振ふ

り
切き

れ
る
か
ど
う
か
も
分わ

か
ら
な

い
。
従

し
た
が
っ
て
現げ

ん

行こ
う

法ほ
う

制せ
い

内な
い

で
は

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

有ゆ
う

事じ

の
際さ

い

に
、
自じ

衛え
い

隊た
い

は
邦ほ

う

人じ
ん

救き
ゅ
う

出し
ゅ
つに
行い

け
な
い
の

で
あ
る
。

　

か
つ
て
、
ペ
ル
ー
日に

っ

本ぽ
ん

大た
い

使し

公こ
う

邸て
い

占せ
ん

拠き
ょ

事じ

件け
ん

で
、
日に

っ

本ぽ
ん

企き

業ぎ
ょ
う

駐ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

ら
と
１
２
７

日に
ち

間か
ん

の
人ひ

と

質じ
ち

生せ
い

活か
つ

を
送お

く

っ
た

青あ
お

木き

盛も
り

久ひ
さ

・
元も

と

ペ
ル
ー
大た

い

使し

は
、
こ
う
語か

た

っ
て
い
る
。［
１
，　

４
４
６
１
］

　

邦ほ
う

人じ
ん

救き
ゅ
う

出し
ゅ
つの
た
め
に
、
自じ

衛え
い

隊た
い

機き

も
行い

く
こ
と
が
で
き
、

２
．「
怖こ

わ

い
の
は
、

         

窓ま
ど

ガ
ラ
ス
な
ん
で
す
ね
」

が
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
救

き
ゅ
う

出し
ゅ
つに
来き

て
く
れ
る
、
と
い
う
情

じ
ょ
う

報ほ
う

が
流な

が

れ
た
。

伊い

藤と
う

忠ち
ゅ
う・
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
事じ

務む

所し
ょ

長ち
ょ
うの
森も

り

永な
が

堯た
か
しが
ト
ル
コ
の

首し
ゅ

相し
ょ
うに
掛か

け
合あ

っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
物も

の

語が
た
りは
以い

前ぜ
ん

述の

べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

  　

公こ
う

使し

の
高た

か

橋は
し

雅ま
さ

二じ

は
、
着

ち
ゃ
く

任に
ん

し
て
挨あ

い

拶さ
つ

に
く
る
各か

く

企き

業ぎ
ょ
うの

幹か
ん

部ぶ

に
、
常つ

ね

々づ
ね

「
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
何な

に

も
で
き
な
い
。
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

か

ら
の
飛ひ

行こ
う

機き

は
飛と

ん
で
こ
な
い
」
と
説せ

つ

明め
い

し
て
い
た
。

　
た
と
え
ば
、
ほ
か
の
国く

に

で
は
、
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
（
緊き

ん

急
き
ゅ
う

事じ

態た
い

）
に
な
っ
た
ら
、
や
っ
て
来く

る
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
皆み

な

、
軍ぐ

ん

人じ
ん

な
ん
で
す
よ
。
通つ

う

常じ
ょ
うの
フ
ラ
イ
ト
は
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
て
、
全ぜ

ん

部ぶ

、
特と

く

別べ
つ

便び
ん

に
し
て
軍ぐ

ん

人じ
ん

が
操そ

う

縦じ
ゅ
うし
て
く
る
ん
で
す
。
決け

っ

し

て
、
民み

ん

間か
ん

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日に

本ほ
ん

の
場ば

合あ
い

は
、
自じ

衛え
い

隊た
い

の
人ひ

と

が
海か

い

外が
い

に
出で

ち
ゃ
い
け
な
い
、
と
い

う
こ
と
が
あ
り
、そ
う
い
う
こ
と
が
ま
っ
た
く
で
き
な
い
ん
で
す
。

［
１
，　
９
６
６
］

　

外が
い

務む

省し
ょ
うは
日に

本ほ
ん

航こ
う

空く
う

に
救

き
ゅ
う

援え
ん

機き

派は

遣け
ん

の
検け

ん

討と
う

を
依い

頼ら
い

し
て

い
た
が
、
日に

っ

航こ
う

は
「
安あ

ん

全ぜ
ん

が
保ほ

証し
ょ
うさ
れ
な
い
」
と
し
て
、
乗の

り

入い

れ
は
断だ

ん

念ね
ん

し
た
。
高た

か

橋は
し

は
「
私わ

た
し
は
日に

本ほ
ん

航こ
う

空く
う

の
責せ

き

任に
ん

に
す

る
の
は
、
酷こ

く

だ
と
思お

も

う
ん
で
す
よ
。
こ
れ
は
、
や
は
り
、
政せ

い

府ふ

が
き
ち
っ
と
や
る
べ
き
問も

ん

題だ
い

な
ん
で
す
」と
述の

べ
て
い
る
。［
１
，　

１
４
７
７
］

　

高た
か

橋は
し

公こ
う

使し

も
、
そ
の
上

じ
ょ
う

司し

の
野の

村む
ら

豊ゆ
た
か・
駐ち

ゅ
う
イ
ラ
ン
大た

い

使し

も
、
そ
れ
ま
で
あ
ら
ゆ
る
機き

会か
い

に
「
何な

に

か
起お

こ
っ
た
と
き
は
、

日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
頼た

の

み
ま
す
」
と
各か

っ

国こ
く

の
大た

い

使し

に
頭あ

た
ま
を
下さ

げ
て
い
た
。

こ
れ
に
対た

い

し
て
各か

っ

国こ
く

の
大た

い

使し

は
、
こ
う
答こ

た

え
て
い
た
。［
１
，　

１
０
６
０
］

　
な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
で
、
日に

本ほ
ん

の
大た

い

使し

が
頭あ

た
ま
を
下さ

げ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
か
。
何な

に

か
あ
れ
ば
、
日に

本ほ
ん

も
自じ

分ぶ
ん

の

国く
に

で
救

き
ゅ
う

援え
ん

機き

を
出だ

す
の
が
当あ

た
り
前ま

え

で
し
ょ
う
。
な
ん
な
ら
、

軍ぐ
ん

用よ
う

機き

も
出だ

せ
ば
い
い
で
は
な
い
で
す
か
。

　

な
ぜ
、
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

は
日に

本ほ
ん

の
救

き
ゅ
う

援え
ん

機き

を
出だ

せ
な
い
の
か
。
左さ

翼よ
く

の
反は

ん

対た
い

で
法ほ

う

整せ
い

備び

が
進す

す

ま
な
い
か
ら
だ
。
た
と
え
ば
、
日に

本ほ
ん

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
機き

関か
ん

誌し

『
赤あ

か

旗は
た

』
は
、「
邦ほ

う

人じ
ん

救き
ゅ
う

出し
ゅ
つ」
へ
の
自じ

衛え
い

隊た
い

の
派は

遣け
ん

に
つ
い
て
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
主し

ゅ

張ち
ょ
うを
し
て
い
る
。

　
「（
邦ほ

う

人じ
ん

）
救

き
ゅ
う

出し
ゅ
つ」
は
「（
邦ほ

う

人じ
ん

）
輸ゆ

送そ
う

」
に
比く

ら

べ
、「
武ぶ

器き

の
使し

用よ
う

が
想そ

う

定て
い

さ
れ
る
場ば

合あ
い

が
多お

お

い
」（
３
月が

つ

１
３
日に

ち

配は
い

布ふ

の

政せ
い

府ふ

資し

料り
ょ
う）
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
他た

国こ
く

領り
ょ
う

土ど

に
踏ふ

み
込こ

む
危き

険け
ん

な
任に

ん

務む

で
す
。・
・
・

　
そ
も
そ
も
在ざ

い

外が
い

法ほ
う

人じ
ん

保ほ

護ご

は
在ざ

い

留り
ゅ
う

先さ
き

の
政せ

い

府ふ

に
一い

ち

義ぎ

的て
き

責せ
き

　

第だ
い

２
次じ

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

戦せ
ん

争そ
う

が
始は

じ

ま
っ
た
ら
、
３
万ま

ん

人に
ん

近ち
か

い
在ざ

い

留り
ゅ
う

邦ほ
う

人じ
ん

を
、

　
　

日に
っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
救

き
ゅ
う

出し
ゅ
つに
行い

け
る
の
だ
ろ
う
か
？

６
．「（
邦ほ

う

人じ
ん

）
救き

ゅ
う

出し
ゅ
つ

」
は

        

他た

国こ
く

領り
ょ
う

土ど

に
踏ふ

み
込こ

む

        

危き

険け
ん

な
任に

ん

務む

５
．「
こ
れ
は
、
や
は
り
、
政せ

い

府ふ

が   
         

き
ち
っ
と
や
る
べ
き

         

問も
ん

題だ
い

な
ん
で
す
」

７
．「
“
大お

お

き
な
犠ぎ

牲せ
い

”が

                      

生う

ま
れ
る
ま
で
は
」

４
．「
日に

本ほ
ん

は
な
ぜ
救き

ゅ
う

援え
ん

に

        

来き

て
く
れ
な
い
の
か
」

任に
ん

が
あ
り
ま
す
。
待た

い

避ひ

が
必ひ

つ

要よ
う

な
場ば

合あ
い

は
渡と

航こ
う

情じ
ょ
う

報ほ
う

な
ど
を

も
と
に
自じ

主し
ゅ

避ひ

難な
ん

し
、
さ
ら
に
緊き

ん

急き
ゅ
うの
場ば

合あ
い

は
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

が
民み

ん

間か
ん

機き

な
ど
を
チ
ャ
ー
タ
ー
す
る
方ほ

う

法ほ
う

も
あ
り
ま
す
。｛『
赤あ

か

旗は
た

』

２
０
１
５
年ね

ん

４
月が

つ

４
日か

）

　

テ
ヘ
ラ
ン
で
「
日に

本ほ
ん

は
な
ぜ
救

き
ゅ
う

援え
ん

に
来き

て
く
れ
な
い
の
か
」

と
叫さ

け

ん
だ
人ひ

と

々び
と

か
ら
見み

れ
ば
、
こ
ん
な
物も

の

言い

い
こ
そ
現げ

ん

実じ
つ

を
無む

視し

し
た
左さ

翼よ
く

的て
き

空く
う

想そ
う

の
産さ

ん

物ぶ
つ

で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
他た

国こ
く

領
り
ょ
う

土ど

に
踏ふ

み
込こ

む
危き

険け
ん

な
任に

ん

務む

」
と
言い

う
が
、
そ
の
地ち

に
取と

り
残の

こ

さ
れ
た
在ざ

い

留り
ゅ
う

邦ほ
う

人じ
ん

た
ち
の
「
危き

険け
ん

」
は
ま
っ
た
く
念ね

ん

頭と
う

に
な
い

の
で
あ
る
。

　
テ
ヘ
ラ
ン
事じ

件け
ん

の
教

き
ょ
う

訓く
ん

と
し
て
、
安あ

倍べ

晋し
ん

太た

郎ろ
う

（
安あ

倍べ

晋し
ん

三ぞ
う

現げ
ん

首し
ゅ

相し
ょ
うの
父ち

ち

親お
や

）
外が

い

相し
ょ
うの
提て

い

言げ
ん

で
、
政せ

い

府ふ

の
判は

ん

断だ
ん

で
す
ぐ
に
救

き
ゅ
う

出し
ゅ
つに
向む

か
え
る
よ
う
２
機き

の
政せ

い

府ふ

専せ
ん

用よ
う

機き

が
導ど

う

入に
ゅ
うさ
れ
た
。
し

か
し
、
問も

ん

題だ
い

は
機き

材ざ
い

で
は
な
く
、
法ほ

う

制せ
い

の
壁か

べ

だ
っ
た
。

　

平へ
い

成せ
い

２
７（
２
０
１
５
）年ね

ん

に
成せ

い

立り
つ

し
た
平へ

い

和わ

安あ
ん

全ぜ
ん

法ほ
う

制せ
い

で
、

よ
う
や
く
在ざ

い

外が
い

邦ほ
う

人じ
ん

の
「
輸ゆ

送そ
う

」
だ
け
で
な
く
、「
救

き
ゅ
う

出し
ゅ
つ・
保ほ

護ご

」
が
自じ

衛え
い

隊た
い

の
任に

ん

務む

に
加く

わ

え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を
許ゆ

る

す
諸し

ょ

要よ
う

件け
ん

に
は
、
以い

下か

が
含ふ

く

ま
れ
て
い
る
。

・
当と

う

該が
い

領り
ょ
う

域い
き

国こ
く

が
公こ

う

共き
ょ
うの
安あ

ん

全ぜ
ん

と
秩ち

つ

序じ
ょ

の
維い

持じ

に
当あ

た
っ
て
お

り
、
か
つ
戦せ

ん

闘と
う

行こ
う

為い

が
行お

こ
なわ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

（３） ２０１７年第４７６７号 	 ６月	 ３日	（土曜日）

そ
し
て
、
そ
こ
で
何な

に

が
あ
ろ
う
と
、
自じ

国こ
く

民み
ん

を
救す

く

い
出だ

し
て

く
る
。
そ
う
い
う
選せ

ん

択た
く

肢し

を
た
ぶ
ん
日に

本ほ
ん

は
、
“
大お

お

き
な
犠ぎ

牲せ
い

”
が
生う

ま
れ
る
ま
で
は
、
持も

た
な
い
だ
ろ
う
と
思お

も

う
ん
で

す
ね
。

　
つ
ま
り
、
そ
の
選せ

ん

択た
く

肢し

を
持も

っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
海か

い

外が
い

で
、
多お

お

く
の
邦ほ

う

人じ
ん

が
命い

の
ち
を
失う

し
な
う
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
け

れ
ば
、
国こ

く

民み
ん

の
意い

識し
き

は
変か

わ
ら
な
い
と
思お

も

い
ま
す
。
だ
っ
て
、

集し
ゅ
う

団だ
ん

的て
き

自じ

衛え
い

権け
ん

の
極き

わ

め
て
限げ

ん

定て
い

的て
き

な
行こ

う

為い

を
認み

と

め
る
法ほ

う

律り
つ

で
さ
え
、
こ
れ
だ
け
の
騒さ

わ

ぎ
に
な
る
ん
で
す
か
ら
ね
。

　

“
大お

お

き
な
犠ぎ

牲せ
い

”
が
生う

ま
れ
る
ま
で
、
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うの
国く

に

が

行お
こ
な
っ
て
い
る
自じ

国こ
く

民み
ん

救き
ゅ
う

出し
ゅ
つと
い
う
当と

う

然ぜ
ん

の
責せ

き

務む

を
果は

た
す
こ

と
さ
え
法ほ

う

的て
き

に
で
き
な
い
。
そ
の
法ほ

う

制せ
い

の
問も

ん

題だ
い

を
論ろ

ん

ず
べ
き

国こ
っ

会か
い

が
森も

り

友と
も

学が
く

園え
ん

問も
ん

題だ
い

な
ど
で
空く

う

転て
ん

し
て
い
る
間あ

い
だに
、
数す

う

百ひ
ゃ
く、

数す
う

千せ
ん

人に
ん

単た
ん

位い

の
“
大お

お

き
な

犠ぎ

牲せ
い

”
が
生う

ま
れ
る
「
危き

険け
ん

」
が
ひ
た
ひ
た
と
押お

し
寄よ

せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】（
１
）
門か

ど

田た

隆た
か

将ま
さ

『
日に

本ほ
ん

、
遥は

る

か
な
り　
エ

ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
の
「
奇き

跡せ
き

」

と
邦ほ

う

人じ
ん

救き
ゅ
う

出し
ゅ
つの
「
迷め

い

走そ
う

」』、

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研け

ん

究き
ゅ
う

所し
ょ　
、
平へ

い

成せ
い

２
７
年ね

ん
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Retrospecto 

“Hakuho, grande cam-
peão yokozuna, empe-
nhou-se em esforços 
para conquistar, invic-
to, o campeonato. Co-
meçou o 14º dia com 
uma chance de sagrar-
se campeão, tendo acu-
mulado até então 13 
vitórias e nenhuma der-
rota. O seu adversário 
Terunofuji, campeão 
ozeki, tinha a expecta-
tiva de desapontá-lo. 
Terunofuji ainda con-
tava com uma pequena 
chance de obter para si 
a Taça do Imperador. A 
luta foi muito disputa-
da. Passados uns 40 se-
gundos, Hakuho forçou 
finalmente Terunofuji 
para fora do ringue e 
conquistou o Torneio 
de Sumô de Maio.
No dia de encerramen-
to do torneio de 15 
dias, Hakuho enfrentou 
Harumafuji, seu adver-
sário yokozuna. Mais 
uma vez prevaleceu 
Hakuho, que concluiu a 
competição com o per-
feito escore de 15 vitó-
rias e nenhuma derrota. 
Foi a sua 38ª conquis-

A Constituição do Japão no auxílio 
aos países em desenvolvimento

Neste Comentário, Hiro Morita, da NHK World, 
faz um retrospecto do Torneio de Sumô de Maio, 
que foi encerrado domingo no Japão.

ta de campeonato — a 
primeira, porém, em 12 
meses.
Em entrevista após a 
luta, logo declarou: 
‘Estou de volta’. O pú-
blico do ginásio ova-
cionou. Hakuho expli-
caria que ver este ano 
as vitórias consecutivas 
do yokozuna japonês 
Kisenosato serviu para 
alimentar as chamas do 
seu espírito combativo.
Quanto a Kisenosato, 
depois de vencer os tor-
neios de janeiro e mar-
ço, o yokozuna de 30 
anos tinha por meta a 
conquista de três títulos 
consecutivos. O lutador 
de sumô sofreu lesão 
num dos dias finais do 
torneio de março, que 
antecedeu o encerrado 
neste fim de semana. 
Esperava vencer em 
maio com um desem-
penho milagroso, mas 
ainda não havia se re-
cuperado da lesão e 
estava, portanto, muito 
distante do seu desem-
penho máximo. Kise-
nosato foi derrotado 
no dia de abertura. Ao 

sofrer a quarta derrota, 
no décimo dia, decidiu 
se retirar da competi-
ção. O corpo do luta-
dor simplesmente não 
conseguia suportar. A 
expectativa dos torce-
dores é de que ele esta-
rá em sua melhor forma 
no próximo torneio.
Um dos lutadores da 
academia de Kisenosa-
to teve performance im-
pressionante. Takayasu 
luta na terceira catego-
ria do ranking — a de 
sekiwake. Acumulou 
um histórico de vitórias 
de dois dígitos nos dois 
últimos torneios. Um 
desempenho similar no 
torneio de maio seria o 
bastante para colocá-lo 
na linha de promoção 
para campeão ozeki. 
Fez a sua parte e con-
cluiu o torneio com 11 
vitórias e quatro derro-
tas. O retrospecto inclui 
uma vitória no 13º dia 
sobre Harumafuji, cam-
peão yokozuna. Prevê-
se que os dirigentes do 
sumô japonês confir-
mem quarta-feira a sua 
promoção.”

Este ano a Constituição 
do Japão completa 70 
anos desde que entrou 
em vigor. Estudantes de 
países em desenvolvi-
mento estão estudando a 
carta magna japonesa na 
esperança de aproveitar 
o texto na construção de 
seus próprios países. No 
Comentário de hoje, o 
correspondente da NHK 
Takuma Yamauchi nos 
fala sobre o tema.
Ele diz: “Já faz cerca de 
20 anos desde que a Uni-
versidade de Nagoya se 
voltou para os países 
em desenvolvimento na 
Ásia. A instituição criou 
os chamados “Centros 
de Direito do Japão” em 
sete países, entre eles 
Vietnã e Camboja. O 
objetivo é ajuda-los a 
desenvolver seus siste-
mas legais – uma parte 
fundamental do cresci-
mento econômico. Estes 
centros vêm ensinando 
em japonês o conceito 
de Constituição, que é 
a base da construção de 
uma nação, para jovens 
locais. Até agora, mais 
de 400 pessoas já estu-
daram nestes centros, 
e muitos deles desem-
penham papeis centrais 
nos sistemas judiciário 
e administrativo de seus 
países. Além disso, cer-
ca de 200 intercambistas 

de 30 países, a maioria 
oriundos da Ásia, estu-
dam na Universidade de 
Nagoya. Destes, o nú-
mero de estrangeiros es-
tudando a Constituição 
e o direito cresceu cinco 
vezes em comparação 
com o número registra-
do há 20 anos.
Um deles é Lim Lyhong, 
de 26 anos de idade. Ele 
veio para o Japão há 
cinco anos depois de 
estudar Constituição no 
Centro de Direito do Ja-
pão localizado em seu 
país, o Camboja. Agora 
ele espera aproveitar o 
que aprendeu no Japão, 
um país que tem se man-
tido em paz há mais de 
70 anos desde a Segun-
da Guerra Mundial, na 
construção nacional de 
seu país. Na década de 
1970, o Camboja era 
controlado pelo regime 
de Pol Pot, que seguia 
uma forma extrema de 
Comunismo. Um gran-
de número de intelectu-
ais, inclusive professo-
res e médicos, foi morto 
após serem rotulados de 
rebeldes contrários ao 
regime apenas pelo fato 
de serem literatos. Os 
pais de Lyhong viviam 
na capital, Phnom Penh, 
e não foram afetados na 
época, mas seu tio e sua 
tia desapareceram du-

Finalmente foi definido 
o esquema geral da divi-
são de gastos dos Jogos 

Governos e comitê organizador concordam 
em termos gerais de custos dos Jogos de 
2020 em Tóquio

Olímpicos e Paralímpi-
cos de 2020 em Tóquio.
Na quarta-feira, os go-

do Torneio de 

Constituição do Japão      31/05/2017

Jogos de 2020 em Tóquio 31/05/2017

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Sumô de Maio no Japão
rante a guerra civil. Até 
hoje, o paradeiro dos 
dois continua desconhe-
cido. Mesmo Lyhong 
não se esquece dos dis-
paros que ouviu quando 
era criança. Ele diz que 
ser capaz de ler um livro 
quando se quer é uma 
felicidade extrema, e a 
liberdade de aprender é 
garantida pela Consti-
tuição. Para Lyhong, é 
difícil descrever a paz 
em palavras, mas é gra-
ças à paz que podemos 
nos levantar todos os 
dias, tomar café da ma-
nhã e ir estudar ou fazer 
o que bem entendermos.
O reitor da Universidade 
de Nagoya, Seiichi Mat-
suo, diz que o desenvol-
vimento de um sistema 
legal é crucial para a 
governança de um país. 
Segundo o reitor, a me-
lhor maneira de se con-
seguir o desenvolvimen-
to mútuo é estudantes 
japoneses e estrangeiros 
poderem estudar direito 
e trabalharem juntos no 
cenário global. Este tipo 
de auxílio prestado por 
universidades a outros 
países asiáticos que es-
tão desenvolvendo seus 
sistemas legais vem 
chamando a atenção 
como uma nova forma 
de contribuição interna-
cional.”

Sumô  29/05/2017

vernos metropolitano, 
nacional e provinciais, 
bem como o comitê or-
ganizador, concordaram 
com os termos básicos 
do plano de divisão de 
gastos. O custo geral dos 
jogos vão ser  cerca de 
12,5 bilhões de dólares – 
no entanto, este valor não 
inclui fundos de reserva. 
O governo metropolitano 
de Tóquio e o comitê or-
ganizador vão arcar com 
5,4 bilhões de dólares 
cada, enquanto o gover-
no nacional vai cobrir 1,3 
bilhão de dólares.
Além de Tóquio, outras 
províncias concordaram 
em se responsabilizar 
pelo transporte, seguran-
ça e outras operações, 
num custo de 318 mi-
lhões de dólares. Con-
tudo, detalhes sobre as 
operações e gastos fica-
ram para serem definidos 
posteriormente.

Montadoras japonesas 
vão investir valor 
recorde em pesquisa e 
desenvolvimento

Nova Geração de Carros  28/05/2017

Estimativas apontam 
que, no atual ano fiscal, 
as grandes montadoras 
japonesas vão investir 
em pesquisa e desenvol-
vimento o valor recorde 
de aproximadamente 26 
bilhões de dólares.
As fabricantes de auto-
móveis têm trabalhado 
na nova geração de car-
ros ecológicos, capazes 
de cumprir regulamenta-

ções ambientais.
Além disso, as monta-
doras têm competido 
no desenvolvimento de 
tecnologias de veículos 
autônomos, que usam câ-
meras e sensores.
A Toyota planeja inves-
tir cerca de 9,5 bilhões 
de dólares em pesquisa e 
desenvolvimento, 1,2% 
a mais que no ano fiscal 
anterior.

Já a Subaru quer aumen-
tar em 17,3% o investi-
mento em iniciativas do 
tipo, seguida da Honda e 
da Nissan, com aumen-
tos previstos de 9,4% e 
7,1%, respectivamente.
A desaceleração do cres-
cimento da indústria 
automotiva tem feito as 
montadoras pensarem 
em como tornar mais 
eficientes os processos 
de pesquisa e desenvol-
vimento. As companhias 
desejam cortar gastos e 
poupar tempo.
Parcerias com outras in-
dústrias podem ser uma 
das respostas. A Honda, 
por exemplo, tem feito 
pesquisas com uma em-
presa afiliada ao Google 
nos Estados Unidos.
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